
ＮＰＯ法人 Ｎスポーツクラブ 『２５年構想』 
 １） 設立趣意書                                                
地域における、継続的なスポーツ活動を通して日常生活の中でスポーツを楽しむ中で、スポーツ振興のみな

らず、地域における住民意識や連帯感の高揚、世代間の交流、高齢化社会への対応、地域住民の健康・体力の

保持増進、地域の教育力の回復など新たな地域社会の形成に寄与する。 

２） 事業推進計画 
第１期事業（平成15年）：「地域住民に対する事業の周知と組織の整備」 

・ 設立準備委員会の設立 

・ 広報・啓発活動 

・ 各種事業の実施 

第2期事業（平成16～18年）：「各種事業の計画的な実施と内容の充実化」 

・ 設立総会の開催 

・ 各種事業の実施 

・ 指導者養成と指導体制の整備 

・ クラブ運営プログラムの確立 

第3期事業（平成19年）：「クラブの自主運営への移行に伴う組織の整備」 

・ 各種事業の実施・定着化 

・ 事業の評価及び事業成果の公開等 

・ 財政的自立の安定 

 
３） Nスポーツクラブ中・長期計画 
① 中期計画（１年～４年）  

 目  標 施 設 面 

1年次 テーマ「今、日常的にスポーツをしていない人をスポーツシーンに！」 クラブの活動拠点となるスポーツ施設の確保 

２００４年度 既存のサークル、クラブの加入（６－８割）を目指す。 施設面における基本方針の決定 

 5教室開設する。 クラブハウス、ナイター施設の所有計画書作成 

 大会・イベントを2回開催する。 グラウンドにナイター施設の設置を目指す 

 地域住民に広くクラブの理念を普及させる。 学校施設の活用促進 

 初年度クラブ会員300名を目指す。 事務所の開設 

 既存の小学生世代の各種スポーツクラブの加入を目指す。 専用バス１台の所有 

 中学生世代の各種部活動との連携  

2年次 既存のサークル、クラブ間の交流促進 クラブの活動拠点となるスポーツ施設の確保 

２００５年度 既存のサークル、クラブの加入（８－９割）を目指す。 グラウンドにナイター施設の設置を目指す 

 5教室開設する。 会員によるのボランティアによる施設の環境美化活動 

 大会･イベントを2回開催する。 専用バス１台の所有 

 新種目サークルの設置  

 高校生の加入促進  

 地域住民に広くクラブの理念を普及させる  

 クラブ会員100名増を目指す    

3年次 既存のサークル、クラブ間の交流促進 クラブハウス、グラウンド照明工事実施 

２００６年度 5教室の開設する 市より委託された施設の管理運営  

 大会イベントを2回開催する。 会員によるのボランティアによる施設の環境美化活動 

 野津原地区大運動会の開催（地域住民200名参加） 専用バス１台所有 



 地域住民に広くクラブの理念を普及させる。  会員相互のグループウェア化 

 クラブ会員500名を目指す  

 クラブ会員の複数種目の活動奨励  

NPO法人化 

 

4年次 教室の開設 市より委託された施設の管理運営 

２００７年度 大会、イベントを開催 （チャレンジデー６０％の達成） 会員によるのボランティアによる施設の環境美化活動 

 地域住民に広くクラブの理念を普及させる。 会員の要望に応じた施設の充実（アンケート実施） 

 クラブ会員600名を目指す。 ナイター付きグラウンドの所有 （マザーランドＮスポグラウンド） 

 クラブ会員の複数種目の活動奨励  

 

② 長期計画（５年～２５年） 

年次 目標 施設面 

5年後 クラブ会員800名が日常的に活動している。（週２回の運動の実施） クラブハウスの所有 

２００８年度 年間を通した教室の開設 市営入蔵野球場（ナイター）１面 

 大会、イベントの実施、イベントによる収益活動の開始 

（チャレンジデー７０％の達成） 

ナイター付きグラウンドの所有 （マザーランドＮスポグラウンド） 

 各種スポーツ・文化サークル間の交流促進 テニスコート（ナイター）７面の利用（宇曽山荘、看護大）   

 ジュニア世代（小中学生）で県のトップレベルの団体、個人を有する 町内小中学校体育施設の利用 

 高校生世代の全国大会の出場（Nスポあげて応援） 

社会人サッカーチームの創設（九州リーグ昇格を狙う） 

今市健康増進センターの利用 

10年後 クラブ会員2000名が日常的に活動している。 同上 

２０１３年度 有償専属クラブマネージャーの雇用 

小、中、高、成人の一貫したチームの所有 

社会人硬式野球チームの創設（九州リーグ参加） 

各世代で県、九州のトップレベルの団体、個人を多数有する。 

全国レベルの選手の所属 

ナイター付きグラウンドの所有 （マザーランドＮスポグラウンド） 

多目的雨天練習場の建設（マザーランド内） 

テニスコート２面の設置（マザーランド内） 

芝生グラウンドの新設 

子ども野外活動体験施設の所有 

 イベント、教室による収益活動の充実  

 高校生世代の全国大会にNスポ出身者が多数出場（Nスポあげて応援） 

海外、県外クラブと提携し定期的に交流する。 

 

15年後 クラブ会員2500名が日常的に活動している。 同上 

２０１８年度 各世代で全国、九州のトップレベルの団体、個人を有する。 

指導者レベルにおいて常に県一を誇る。（プロのコーチの雇用） 

指導者は県外、海外研修でレベルアップを図る。 

 

 海外のクラブと提携し定期的に交流する。  

20年後 クラブ会員3000名が日常的に活動している。 同上 

２０２３年度 各種目で全国のトップレベルの団体、個人を有する。 

世界規模で活躍する選手を輩出する。オリンピック、ワールドカップなど 

（Nスポ会員全員で大集合、大型画面で応援） 

温水プールの建設、所有 

専用バス２台所有 

 施設、指導体制において九州一、全国ベスト１０になる。  

25年後 クラブ会員3500名が日常的に活動している。  同上 

２０２８年度 各種目で全国のトップレベルの団体、個人を有する。  

 常に世界的選手を輩出する。 

国際大会の開催 

プロ選手の所属 

 



 


